
 

都

市

産

業

研

究

会

主

催

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム 

 

「

相

模

原

の

防

災

力

を

考

え

る

」
（

概

要

） 

 

相

模

原

商

工

会

議

所

都

市

産

業

研

究

会

は

十

月

二

十

八

日

、

市

立

産

業

会

館

で

「

相

模

原

の

防

災

力

を

考

え

る

」

と

題

す

る

公

開

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

開

催

し

、

約

七

十

人

が

参

加

し

ま

し

た

。 

主

に

地

震

に

対

す

る

防

災

に

焦

点

を

あ

て

相

模

原

の

地

盤

、

大

地

震

に

際

し

て

予

測

さ

れ

る

構

築

物

の

被

害

と

そ

の

防

止

策

、

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

役

割

な

ど

に

つ

い

て

三

人

の

専

門

家

に

よ

る

講

演

、

災

害

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

加

え

た

総

括

討

議

を

行

い

ま

し

た

。 
 

冒

頭

、
同

会

会

長

の

中

村

昌

治

氏

が

、「

都

市

産

業

研

究

会

は

自

立

都

市

相

模

原

の

構

築

を

目

指

し

て

、

ま

ち

づ

く

り

に

つ

い

て

の

研

究

の

提

言

な

ど

を

行

っ

て

い

る

。

研

究

の

中

で

、
『

地

盤

が

い

い

の

が

相

模

原

の

メ

リ

ッ

ト

』

と

い

う

話

が

出

た

。

そ

こ

で

地

盤

と

防

災

を

テ

ー

マ

と

す

る

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

企

画

し

た

。
『

こ

と

』

が

起

き

て

か

ら

で

は

な

く

、

あ

ら

か

じ

め

地

盤

に

関

す

る

知

識

を

深

め

て

地

震

に

よ

る

被

害

を

減

ら

す

減

災

に

役

立

て

ば

と

願

っ

て

い

る

」

と

挨

拶

し

ま

し

た

。 

 
 

引

き

続

き

、

神

奈

川

大

学

大

学

院

工

学

研

究

科

教

授

（

建

築

学

専

攻

）

の

荏

本

（

え

の

も

と

）

孝

久

氏

が

、

今

年

三

月

に

発

表

し

て

大

き

な

話

題

と

な

っ

た

「

神

奈

川

県

内

の

揺

れ

や

す

さ

マ

ッ

プ

」

を

基

に

「

〝

揺

れ

や

す

さ

マ

ッ

プ

〟

に

よ

る

防

災

対

策

～

防

災

フ

ロ

ン

テ

ィ

ア

の

研

究

」

と

題

し

て

講

演

し

ま

し

た

。

そ

の

要

旨

は

次

の

通

り

で

す

。 

荏

本

孝

久

教

授

講

演

要

旨 

「

災

害

規

模

を

極

小

化

す

る

に

は

、

自

助

・

共

助

・

公

助

の

思

考

、

災

害

の

イ

メ

ー

ジ

の

共

有

化

、

地

域

防

災

力

を

高

め

る

こ

と

が

必

要

で

あ

り

、

そ

れ

が

早

期

復

旧

に

つ

な

が

る

。

地

震

動

は

震

源

、

伝

播

経

路

、

地

下

構

造

の

三

つ

の

重

ね

合

わ

せ

で

決

ま

る

。

阪

神

・

淡

路

大

震

災

に

お

け

る

建

築

構

造

物

の

被

害

の

様

相

を

画

像

で

紹

介

す

る

が

、

震

災

は

起

こ

っ

て

か

ら

数

年

で

ク

ロ

ー

ズ

す

る

の

で

な

く

、

我

々

の

日

常

生

活

に

連

続

し

て

影

響

を

お

よ

ぼ

す

こ

と

に

留

意

し

て

ほ

し

い

。 

阪

神
・
淡

路

大

震

災

の

教

訓

は

、『

施

設
（

ハ

ー

ド

）

被

害

と

社

会

（

ソ

フ

ト

）

被

害

の

連

鎖

性

』
『

事

前

防

災

対

策

の

重

要

性

』
『

応

急

対

応

・

事

後

対

応

の

実

効

性

を

確

保

す

る

た

め

の

事

前

準

備

と

防

災

訓

練

の

必

要

性

』『

復

旧

・

復

興

戦

略

の

必

要

性

』

な

ど

で

あ

り

、

こ

れ

ら

を

地

域

防

災

計

画

・

事

前

復

興

計

画

に

反

映

し

て

い

く

べ

き

だ

。

そ

の

た

め

に

は

地

域

特

性

の

把

握

と

分

析

が

重

要

で

あ

り

、

情

報

公

開

・

防

災

教

育

も

重

要

と

い

え

る

。 

１

９

２

３

年

の

関

東

大

地

震

の

と

き

、

相

模

原

の

被

災

率

は

高

く

な

か

っ

た

。

相

模

原

の

地

盤

は

古

い

時

代

に

堆

積

し

た

た

め

、

相

対

的

に

い

い

地

盤

に

位

置

し

て

い

る

。

過

去

の

経

緯

か

ら

見

て

、

現

在

は

Ｍ

（

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

）

８

規

模

の

首

都

直

下

地

震

が

発

生

す

る

直

前

の

時

期

に

あ

り

、

そ

の

前

に

Ｍ

７

の

地

震

が

発

生

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

。

神

奈

川

県

内

に

は

Ｍ

７

以

上

の

活

断

層

と

し

て

伊

勢

原

断

層

帯

、

三

浦

半

島

断

層

群

、

神

縄

・



国

府

津

・

松

田

断

層

帯

が

あ

る

。 

『

神

奈

川

県

の

揺

れ

や

す

さ

マ

ッ

プ

』

を

作

成

す

る

際

、50

㍍

メ

ッ

シ

ュ

の

デ

ジ

タ

ル

地

盤

区

分

図

を

採

用

し

た

。

１

㌔

あ

る

い

は

500

㍍

メ

ッ

シ

ュ

よ

り

か

な

り

細

か

い

と

こ

ろ

ま

で

揺

れ

が

わ

か

る

。

こ

れ

を

基

に

し

て

見

る

と

、

Ｍ

７

の

地

震

が

発

生

し

た

場

合

に

も

相

模

原

は

揺

れ

が

少

な

い

も

の

と

推

測

さ

れ

る

」 

 

次

い

で

山

口

豊

氏

（

㈳

日

本

技

術

士

会

防

災

支

援

委

員

会

副

委

員

長

）

が

講

演

し

ま

し

た

。

そ

の

要

旨

は

次

の

通

り

で

す

。 

山

口

豊

氏

講

演

要

旨 

「

災

害

復

興

か

ら

考

え

る

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

づ

く

り

と

い

う

テ

ー

マ

で

話

を

し

た

い

。

阪

神
・
淡

路

大

震

災

で

は

孤

独

死

、
仮

設

住

宅

、

避

難

所

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

崩

壊

な

ど

が

問

題

に

な

っ

た

。

新

潟

県

中

越

地

震

で

は

複

合

災

害

が

発

生

し

た

が

、

雪

国

の

建

物

が

し

っ

か

り

し

て

い

る

こ

と

も

明

ら

か

に

な

っ

た

。

こ

の

現

象

は

耐

震

補

強

の

重

要

性

を

示

し

て

い

る

。

中

越

沖

地

震

で

は

原

発

の

被

災

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

力

が

問

題

と

な

っ

た

。

地

震

発

生

直

後

は

命

を

守

る

こ

と

が

最

優

先

す

る

の

は

言

う

ま

で

も

無

い

が

、

そ

の

あ

と

緊

急

対

応

、

応

急

対

応

、

復

旧

・

復

興

対

応

の

順

に

段

階

が

進

む

。

た

だ

、

何

よ

り

大

切

な

の

は

『

予

防

』

と

い

う

こ

と

。

耐

震

補

強

や

家

具

の

固

定

な

ど

が

大

事

だ

と

考

え

る

。 

次

に

、

各

段

階

で

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

役

割

を

考

え

た

い

。

早

期

救

出

や

消

火

と

い

っ

た

緊

急

段

階

で

は

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

防

災

力

が

問

わ

れ

る

。

新

潟

県

中

越

地

震

で

は

企

業

の

救

援

が

機

能

し

た

。

そ

の

背

景

に

は

、

企

業

が

日

頃

か

ら

体

育

館

の

開

放

な

ど

地

域

貢

献

活

動

を

し

て

、

地

域

資

源

の

活

用

を

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

と

共

有

化

し

て

い

た

こ

と

が

あ

る

。

こ

う

し

た

活

動

は

企

業

の

持

続

の

ベ

ー

ス

に

な

り

、

住

民

に

も

連

帯

感

が

生

ま

れ

る

も

と

に

な

る

。

自

治

体

同

士

や

自

治

体

と

民

間

事

業

者

と

の

災

害

時

応

援

協

定

も

緊

急

時

に

機

能

し

て

い

る

例

が

あ

る

。 
第

二

段

階

で

あ

る

応

急

段

階

で

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

対

応

の

事

例

と

し

て

、

中

越

、

中

越

沖

地

震

で

の

『

弁

当

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

』

を

挙

げ

た

い

。

市

内

の

業

者

が

安

全

・

良

質

な

弁

当

を

被

災

者

に

供

給

す

る

こ

と

に

よ

り

、

被

災

地

内

で

仕

事

が

生

ま

れ

、

自

主

再

建

へ

の

道

が

開

か

れ

た

。

中

越

沖

の

と

き

は

、

復

興

作

業

に

携

わ

る

人

た

ち

に

も

地

域

の

業

者

が

弁

当

を

調

達

、

配

達

し

た

。

弁

当

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

は

い

い

と

思

う

。 

第

三

の

復

旧

段

階

で

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

対

応

に

つ

い

て

説

明

す

る

と

、

中

小

商

工

業

者

の

営

業

再

開

が

地

域

社

会

の

再

建

に

つ

な

が

る

こ

と

を

強

調

し

た

い

。

中

小

企

業

が

日

頃

か

ら

防

災

ま

ち

づ

く

り

に

参

加

す

る

こ

と

が

大

切

で

あ

り

、

そ

の

た

め

の

基

金

の

設

置

と

い

う

手

法

も

考

え

ら

れ

る

。 

ま

と

め

と

し

て

、

地

域

防

災

力

を

ソ

フ

ト

と

ハ

ー

ド

の

両

面

で

強

化

す

る

こ

と

が

必

要

で

あ

り

、

平

常

時

に

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

形

成

活

動

を

活

発

に

行

う

こ

と

が

大

事

だ

と

思

う

」 

 

三

人

目

の

講

師

は

、

都

市

産

業

研

究

会

副



会

長

の

中

嶋

幸

夫

氏

（

技

術

士

・

一

級

建

築

士

）

で

す

。

中

嶋

氏

は

今

年

４

月

に

同

会

が

発

表

し

た

「

自

立

都

市

を

目

指

し

て

」

と

題

す

る

提

言

書

に

つ

い

て

説

明

し

ま

し

た

。 

中

嶋

幸

夫

氏

の

講

演

要

旨 

「

こ

の

提

言

で

は

相

模

原

市

の

都

市

力

を

Ｓ

Ｗ

Ｏ

Ｔ

分

析

に

よ

り

抽

出

し

た

。

ま

ち

づ

く

り

戦

略

と

し

て

市

内

の

強

み

と

弱

み

、

市

外

と

の

関

係

に

お

け

る

機

会

と

脅

威

を

挙

げ

て

い

る

。

ま

た

、

自

然

循

環

型

エ

コ

タ

ウ

ン

構

想

、

高

尾

山

観

光

客

の

相

模

湖

・

藤

野

へ

の

誘

導

な

ど

十

四

の

提

案

を

行

っ

て

い

る

。

そ

の

一

つ

と

し

て

『

首

都

圏

有

数

の

地

震

に

強

い

特

性

を

活

か

し

た

ま

ち

づ

く

り

』

を

提

案

し

、

地

震

で

も

揺

れ

に

く

い

地

盤

を

活

か

す

た

め

の

具

体

策

も

示

し

た

」 

 
 以

上

で

講

演

を

終

え

、

休

憩

後

、

パ

ネ

リ

ス

ト

３

氏

に

大

槻

和

弘

氏

（

相

模

原

災

害

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

）

を

加

え

た

４

人

に

よ

る

総

括

討

議

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

司

会

は

中

村

昌

治

会

長

が

務

め

ま

し

た

。 

総

括

討

議

の

発

言

要

旨 

中

村

「

最

初

に

、

講

演

の

補

足

が

あ

れ

ば 

お

話

し

下

さ

い

」 

荏

本
「

〝

揺

れ

や

す

さ

マ

ッ

プ

〟

は

地

形

、 

人

口

比

、

都

市

化

、

救

援

・

救

護

の

４

因

子

、

合

計

20

項

目

で

地

震

災

害

の

ポ

テ

ン

シ

ャ

ル

評

価

を

行

っ

て

い

る

。

横

浜

、

川

崎

な

ど

の

県

東

部

は

危

険

率

が

高

く

、

西

部

は

低

い

。

旧

相

模

原

市

の

危

険

率

は

横

浜

、

川

崎

の

半

分

で

、

津

久

井

地

域

４

町

の

危

険

率

は

低

い

。

た

だ

し

、

こ

れ

は

あ

く

ま

で

相

対

評

価

だ

」 

山

口

「

阪

神

・

淡

路

大

震

災

の

揺

れ

を

再

現

し

た

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

画

像

を

紹

介

す

る

。（

注 

本

物

さ

な

が

ら

の

衝

撃

的

な

映

像

に

会

場

か

ら

驚

き

の

声

）
。
発

災

直

後

の

本

物

の

映

像

も

紹

介

す

る

。

こ

れ

を

見

て

も

、

防

災

・

減

災

の

た

め

に

は

耐

震

補

強

が

必

要

で

あ

る

こ

と

が

分

か

る

」 
中

村

「

荏

本

先

生

に

う

か

が

い

た

い

。

こ 
 

 
れ

ま

で

相

模

原

は

地

盤

が

よ

く

、

そ 
の

こ

と

が

企

業

誘

致

の

有

力

な

要

因 

に

な

る

と

考

え

て

き

た

が

、

ウ

ィ

ー 

ク

・

ポ

イ

ン

ト

も

あ

る

の

で

し

ょ

う 

か

」 

荏

本

「

地

形

に

つ

い

て

は

い

い

評

価

を

し 
 

 

て

い

る

。

救

援

・

救

護

の

面

で

問

題 

が

あ

る

と

記

憶

し

て

い

る

が

、

資

料

を

用

意

し

て

い

な

い

の

で

明

言

は

控

え

る

」 

中

村

「

市

内

で

は

マ

ン

シ

ョ

ン

が

増

え

て 

い

る

。

地

震

の

と

き

一

戸

建

て

と

揺 

れ

が

違

い

ま

す

か

」 

荏

本

「

揺

れ

の

周

期

と

建

物

の

周

期

が

合 

っ

て

し

ま

う

共

振

現

象

が

起

き

る

と 

建

物

に

と

っ

て

厳

し

い

こ

と

に

な

る

。 

地

盤

が

よ

く

て

も

建

物

の

被

災

は

別 

の

面

が

あ

る

。

１

９

８

１

年

以

前

に 

建

て

ら

れ

た

建

物

は

弱

い

。

そ

れ

以 

降

の

も

の

は

、

か

な

り

耐

震

性

が

高 

い

」 

中

村

「

相

模

原

で

地

盤

が

い

い

所

、

悪

い 



所

は

あ

り

ま

す

か

」 

荏

本

「

川

の

近

く

は

よ

く

見

る

必

要

が

あ

る

が

、

地

震

で

地

盤

が

大

き

く

増

幅

す

る

所

は

な

い

。

た

だ

、

津

久

井

地

域

４

町

は

斜

面

崩

壊

な

ど

の

被

害

の

心

配

が

あ

る

」 

中

村

「

相

模

原

で

阪

神

・

淡

路

大

震

災

ほ 

ど

の

大

災

害

は

あ

り

得

ま

す

か

」 

荏

本

「

あ

の

大

震

災

は

い

ろ

い

ろ

な

条

件

が

重

な

っ

て

生

じ

た

。

こ

れ

が

相

模

原

に

あ

る

と

は

言

わ

れ

て

い

な

い

」 

山

口

「

マ

ン

シ

ョ

ン

は

５

、

６

階

で

揺

れ

が

地

上

の

２

倍

に

な

り

、

高

い

所

ほ

ど

揺

れ

が

大

き

く

な

る

。

構

造

的

に

も

強

い

部

分

と

弱

い

部

分

が

あ

る

。

パ

イ

プ

は

上

か

ら

下

ま

で

つ

な

が

っ

て

い

る

の

で

、

ト

イ

レ

も

水

道

も

全

部

使

え

な

い

事

態

が

あ

り

得

る

。

従

っ

て

、

マ

ン

シ

ョ

ン

の

住

民

全

体

を

一

つ

の

家

族

と

考

え

て

対

応

す

る

必

要

が

あ

る

」 

中

嶋

「

マ

ン

シ

ョ

ン

構

造

は

都

市

の

箱

物

と

し

て

比

較

的

安

全

と

考

え

る

。

昭

和

56
年

以

前

に

建

て

ら

れ

た

も

の

で

も

き

ち

ん

と

耐

震

補

強

す

れ

ば

現

在

の

も

の

と

同

じ

程

度

に

な

る

。

自

分

の

住

ま

い

を

よ

く

知

る

こ

と

が

大

事

だ

」 

中

村

「

大

槻

さ

ん

に

う

か

が

い

た

い

。

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

の

中

で

、

市

民

に

こ

う

し

て

ほ

し

い

と

思

う

こ

と

が

あ

り

ま

す

か

」 

大

槻

「

み

ん

な

が

相

模

原

の

地

盤

は

固

い

と

思

っ

て

い

る

た

め

、

防

災

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

分

か

っ

て

も

ら

え

な

い

面

が

あ

り

、

ネ

ッ

ク

に

な

っ

て

い

る

。

市

内

に

は

狭

あ

い

地

区

や

道

が

細

い

所

が

あ

る

。

市

内

５

９

１

の

自

治

会

の

う

ち

防

災

訓

練

を

行

っ

て

い

る

と

こ

ろ

も

あ

る

が

、

応

急

、

復

興

訓

練

と

い

う

と

こ

ろ

ま

で

は

進

ん

で

い

な

い

。

日

頃

の

自

主

防

災

活

動

が

大

事

で

あ

り

、

市

民

が

自

分

の

命

を

自

分

で

守

る

意

識

を

持

つ

こ

と

が

大

切

だ

と

考

え

る

」 

中

村

「

今

後

、

相

模

原

の

防

災

力

を

高

め

る

に

は

何

が

必

要

で

し

ょ

う

か

」 

荏

本

「

自

分

た

ち

の

地

域

に

愛

着

を

持

つ

こ

と

だ

と

思

う

。

そ

の

た

め

に

は

地

域

の

イ

ベ

ン

ト

な

ど

を

通

じ

て

た

が

い

の

顔

が

見

え

る

よ

う

な

雰

囲

気

づ

く

り

を

し

て

い

く

こ

と

が

望

ま

し

い

。

企

業

や

行

政

も

含

め

て

の

話

だ

。『

も

し

神

戸

と

同

じ

こ

と

が

起

こ

っ

た

ら

…

』

の

観

点

で

考

え

る

こ

と

が

大

切

だ

」 

山

口
「
『

絆

』
だ

と

思

う

。
山

古

志

村

は

住

民

自

身

が

村

づ

く

り

を

や

っ

た

歴

史

が

あ

る

た

め

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

が

強

く

、

震

災

後

み

ん

な

が

帰

り

た

が

っ

た

。

再

建

意

欲

も

高

か

っ

た

し

、

み

ん

な

が

助

け

合

っ

た

。

都

会

で

助

け

合

い

を

行

う

た

め

に

は

身

近

な

イ

ベ

ン

ト

な

ど

に

企

業

や

Ｎ

Ｐ

Ｏ

な

ど

の

人

的

資

源

が

参

加

し

、

互

い

の

顔

が

見

え

る

関

係

を

築

く

こ

と

が

大

事

。

家

族



の

よ

う

に

お

た

が

い

の

顔

が

思

い

浮

か

ぶ

よ

う

に

し

て

お

く

こ

と

が

大

切

だ

と

思

う

」 

中

嶋

「

人

の

つ

な

が

り

、

つ

ま

り

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

が

防

災

力

に

つ

な

が

り

、

地

域

の

産

業

や

住

み

や

す

さ

を

高

め

る

こ

と

に

も

な

る

と

考

え

る

」 

大

槻 

「

顔

の

見

え

る

関

係

づ

く

り

が

必

要

。

日

頃

か

ら

地

域

で

高

齢

者

や

弱

者

を

助

け

て

い

る

と

、

災

害

時

に

も

自

然

に

助

け

る

よ

う

に

な

る

。
人

づ

く

り

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

づ

く

り

が

キ

ー

ワ

ー

ド

だ

と

思

う

」 

山

口

「

災

害

発

生

時

に

地

域

の

中

小

零

細

企

業

、

食

堂

な

ど

が

重

要

な

役

割

を

果

た

す

こ

と

も

言

っ

て

お

き

た

い

。

商

店

街

が

つ

ぶ

れ

る

と

、

地

域

の

人

た

ち

が

『

も

う

だ

め

だ

』

と

い

う

気

持

ち

に

な

る

。

商

店

街

が

が

ん

ば

れ

ば

地

域

の

人

も

が

ん

ば

る

。
そ

れ

と

、

弁

護

士

や

行

政

書

士

な

ど

外

か

ら

の

応

援

も

大

事

。

災

害

発

生

時

に

は

こ

う

し

た

専

門

職

の

力

も

必

要

に

な

る

」 

中

村

「

身

近

で

で

き

る

こ

と

に

つ

い

て

ワ

ン

ポ

イ

ン

ト

ア

ド

バ

イ

ス

を

」 

荏

本

「

身

の

回

り

の

家

具

の

転

倒

防

止

の

チ

ェ

ッ

ク

。
こ

れ

が

い

ち

ば

ん

大

事

」 

山

口

「

被

災

に

は

い

ろ

い

ろ

な

ケ

ー

ス

が

あ

る

。

被

災

し

た

ら

ど

う

い

う

と

こ

ろ

に

い

れ

ば

安

全

か

を

具

体

的

に

考

え

て

お

き

た

い

。

頭

の

中

で

大

き

な

災

害

の

イ

メ

ー

ジ

を

持

っ

て

い

れ

ば

、

実

際

の

災

害

は

小

さ

く

感

じ

ら

れ

、

落

ち

着

い

て

行

動

で

き

る

」 

中

嶋

「

家

具

の

置

き

方

、

補

強

法

を

考

え

て

ほ

し

い

」 

大

槻

「

こ

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

終

え

て

家

へ

帰

っ

た

ら

、

近

所

の

人

に

『

こ

ん

ば

ん

は

』

と

挨

拶

す

る

。

挨

拶

す

れ

ば

だ

ん

だ

ん

と

答

え

が

返

っ

て

く

る

。

ふ

れ

あ

う

時

間

の

共

有

が

大

事

だ

と

思

う

」 
中

村

「

相

模

原

の

地

盤

が

い

い

の

は

分

か

っ

て

い

て

も

、

自

分

の

家

を

チ

ェ

ッ

ク

す

る

こ

と

が

必

要

だ

と

思

う

。

き

ょ

う

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

通

じ

て

地

震

か

ら

命

を

守

り

、

復

興

へ

向

か

う

過

程

で

大

切

な

の

は

地

域

の

中

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

、

地

域

と

地

域

と

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

だ

と

知

っ

た

。

市

の

防

災

力

が

高

ま

れ

ば

、

市

外

か

ら

人

も

企

業

も

来

て

も

ら

え

る

と

思

う

」 

 
 

 
 



以

上

で

討

議

を

終

え

、

同

会

の

清

水

紳

一

郎

氏

が

閉

会

の

挨

拶

を

述

べ

て

約

２

時

間 

30
分

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

は

閉

幕

し

ま

し

た

。 

 

な

お

、

関

連

サ

イ

ト

は

次

の

通

り

で

す

。 

神

奈

川

大

学

荏

本

研

究

室 

http://enom
oto.arch.kanagaw

a-u.

ac.jp/ 

防

災

フ

ロ

ン

テ

ィ

ア 

 
http://bou

sai-frontier.net/ 

日

本

技

術

士

会

防

災

支

援

委

員

会 

 
http://w

w
w

.sai-ipej.com
/bou

sai/ 

相

模

原

災

害

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク 

 
http://yaplog.jp/sbb_net/ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以

上 


